
省

令

平成年月日 金曜日 第号官 報
〇
総
務
省
令
第
九
十
二
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十

三
条
第
一
項
、
第
百
五
条
及
び
第
百
四
十
九
条
第
四
項
並

び
に
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十

九
号
）
第
八
十
二
条
第
一
項
、
第
百
九
条
の
四
第
二
項
第

二
号
ロ
及
び
第
五
項
、
第
百
九
条
の
七
第
二
項
及
び
第
四

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
百
九
条
の
八
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
百
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第

四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
百
十
条
の
三
及
び
第
百

二
十
五
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び

に
第
百
十
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
職
選
挙

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日総

務
大
臣

山
本

早
苗

公
職
選
挙
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

公
職
選
挙
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
総
理
府
令
第

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
五
第
一
項
中
「
、
中
央
選
挙
管
理
会
」
を

「
中
央
選
挙
管
理
会
、
参
議
院
合
同
選
挙
区
選
挙
に
つ
い

て
は
当
該
選
挙
に
関
す
る
事
務
を
管
理
す
る
参
議
院
合
同

選
挙
区
選
挙
管
理
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
六
項
中
「
全
部
の
区
域
」
の
下
に「（
参
議

院
合
同
選
挙
区
選
挙
に
あ
つ
て
は
、
当
該
選
挙
区
の
区
域

内
の
都
道
府
県
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
都
道
府
県
の
全
部

の
区
域
）」を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
百
六
十
九
条
第
二
項
後
段
」を「
第

百
六
十
九
条
第
三
項
後
段
」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
そ
の
一
中
「
選
挙
長
」
の
下
に

「
・
選
挙
分
会
長
」
を
加
え
る
。

別
記
第
二
十
七
号
様
式
そ
の
四
備
考
３
を
同
様
式
そ
の

四
備
考
４
と
し
、
同
様
式
そ
の
四
備
考
２
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

３
参
議
院
合
同
選
挙
区
選
挙
の
選
挙
分
会
録
は
、

こ
の
様
式
に
準
じ
て
選
挙
分
会
長
が
調
製
す
る
も

の
と
す
る
。

別
記
第
二
十
七
号
様
式
そ
の
九
備
考
５
を
削
り
、
同
様

式
そ
の
九
備
考
６
を
同
様
式
そ
の
九
備
考
５
と
す
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
中
「
都
道
府
県
〔
何
郡
（
市
）

町
（
村
）〕」
を
「
何
」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
の
六
そ
の
一
備
考
６
及
び
同
様

式
そ
の
三
備
考
６
中
「参

議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選

挙

」
の
次
に
「又

は
参
議
院
合
同
選
挙
区
選
挙

」
を
加
え

る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
の
七
備
考
４

ロ
及
び
別
記
第

二
十
八
号
様
式
の
八
備
考
４

ロ
中
「都

道
府
県
内

」
を

「選
挙
区
の
区
域
内

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
の
九
そ
の
二
備
考
４

中
「選

挙

」
の
次
に
「又

は
参
議
院
合
同
選
挙
区
選
挙

」を
加
え
、

同
様
式
そ
の
三
備
考
４

中
「５

」
を
「５

（
参
議
院
合

同
選
挙
区
選
挙
に
あ
つ
て
は
10）

」に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
号
）
の
施
行
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
公
職
選
挙
法
施
行
規
則

の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
そ
の
期
日
を
公
示

さ
れ
る
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
並
び
に
こ
れ
に
係
る

再
選
挙
及
び
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
の

前
日
ま
で
に
そ
の
期
日
を
公
示
さ
れ
た
参
議
院
議
員
の

通
常
選
挙
並
び
に
こ
れ
に
係
る
再
選
挙
及
び
補
欠
選
挙

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
七
十
一
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
採

石
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

島
尻
安
伊
子

採
石
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

採
石
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
四
号
ま
で
」
を
「
第
五

号
ま
で
及
び
第
七
号
」
に
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
十
二

条
の
四
第
一
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
三
十
二
条
の
四
第
一

項
第
六
号
ロ
」
に
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
号
」
を
「
第

四
号
」
に
、
同
項
第
五
号
中
「
申
請
人
」
を
「
申
請
者
」

に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

申
請
者
（
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
法
人
の
業
務
を
行
う
役
員
）
及
び
事
務
所
に
置
く

業
務
管
理
者
の
生
年
月
日
を
証
す
る
書
面

第
八
条
の
三
第
二
項
第
六
号
中
「
第
四
号
ま
で
」を「
第

五
号
ま
で
及
び
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

七

承
継
人
（
承
継
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
法
人
の
業
務
を
行
う
役
員
）
の
生
年
月
日
を
証
す

る
書
面

第
八
条
の
四
第
二
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に

改
め
、「
書
面
」
の
下
に「
及
び
第
八
条
第
二
項
第
六
号（
当

該
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
掲
げ
る
書
面
」
を
、「
第

四
号
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
六
号
（
当
該
変
更
に
係
る

も
の
に
限
る
。）」を
加
え
る
。

第
八
条
の
十
一
及
び
第
八
条
の
十
二
中
「
第
三
十
二
条

の
四
第
一
項
第
五
号
ロ
」
を
「
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項

第
六
号
ロ
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
か
ら
様
式
第
六
の
二
ま
で
中
「氏

名

」
を

「氏
名

（
ふ
り
が
な
）

」
に
改
め
る
。

様
式
第
七
の
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
法
人
の
業
務
を
行
う
役
員
若
し
く
は
業
務
管
理
者
の

変
更
又
は
事
務
所
の
新
設
に
係
る
変
更
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
役
員
又
は
業
務
管
理
者
の
氏
名
に
ふ
り
が
な

を
付
す
こ
と
。

様
式
第
十
三
中
「第

32条
の
４
第
１
項
第
５
号
ロ

」
を

「第
32条
の
４
第
１
項
第
６
号
ロ

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
七
十
二
号

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
を
実

施
す
る
た
め
、
特
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

島
尻
安
伊
子

特
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
五
条
の
四
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
」
を
「
一
の
請
求
項
の
記
載
を
他
の
請
求
項
が
引

用
す
る
関
係
が
、
当
該
関
係
に
含
ま
れ
る
請
求
項
を
介

し
て
他
の
一
の
請
求
項
の
記
載
を
他
の
請
求
項
が
引
用

す
る
関
係
と
一
体
と
し
て
特
許
請
求
の
範
囲
の
全
部
又

は
一
部
を
形
成
す
る
よ
う
に
連
関
し
て
い
る
関
係
を
い

う
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
る
。

様
式
第
十
三
の
備
考
６
中「及

び
特
許
請
求
の
範
囲

」

を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
７
中
「あ

っ
た

」
を
「あ

つ
た

」
に
改
め
、「明

細
書
及
び

」
を
削
る
。

様
式
第
六
十
一
の
四
中
「請

求
項
の
数

」
を
「訂

正
の
請
求
に
係
る
請
求
項
の
数

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備

考
１
及
び
備
考
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１
「
請
求
の
趣
旨
」
の
欄
は
、
第
46条
の
２
第
１

項
及
び
特
許
法
第
120条

の
５
第
９
項
（
同
法
第

174条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
131条

第
３
項

に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、「
特
許
第
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
号
の
明
細
書
、
特
許
請
求
の
範
囲
（
及
び

図
面
）
を
本
訂
正
請
求
書
に
添
付
し
た
訂
正
明
細

書
、
特
許
請
求
の
範
囲
（
及
び
図
面
）
の
と
お
り

訂
正
す
る
こ
と
を
求
め
る
。」の

よ
う
に
記
載
す

る
。
た
だ
し
、
請
求
項
ご
と
に
請
求
を
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
訂
正
の
請
求
に
係
る
請
求
項
を
訂

正
後
の
請
求
項
に
付
し
た
番
号
で
特
定
す
る
こ
と

と
し
、「
特
許
第
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
号
の
明
細
書
、

特
許
請
求
の
範
囲
（
及
び
図
面
）
を
本
訂
正
請
求

書
に
添
付
し
た
訂
正
明
細
書
、
特
許
請
求
の
範
囲

（
及
び
図
面
）
の
と
お
り
、訂
正
後
の
請
求
項
〇
、

〇
、
〇
～
〇
に
つ
い
て
訂
正
す
る
こ
と
を
求
め

る
。」の
よ
う
に
記
載
す
る
。

２
「
請
求
の
理
由
」
の
欄
は
、
第
46条
の
２
第
２

項
及
び
特
許
法
第
120条

の
５
第
９
項
（
同
法
第

174条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
131条

第
３
項

に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、「
１
．
設
定
登
録
の

経
緯
」、「
２
．
訂
正
事
項
」、「
３
．
訂
正
の
理
由
」

の
よ
う
に
項
目
を
設
け
て
記
載
し
、
請
求
項
ご
と

に
請
求
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
請
求
項
ご
と

（
一
群
の
請
求
項
ご
と
に
請
求
を
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
請
求
項
を
含
む
一
群
の
請
求
項
ご

と
）
に
記
載
す
る
。「
３
．
訂
正
の
理
由
」の
欄
は
、

明
細
書
又
は
図
面
の
訂
正
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
請
求
項
ご
と
（
一
群
の
請
求
項
ご
と
に
請
求

を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
請
求
項
を
含
む

一
群
の
請
求
項
ご
と
）
に
、
明
細
書
又
は
図
面
の

訂
正
と
の
関
係
を
記
載
す
る
。

様
式
第
六
十
二
の
備
考
４
中
「特

許
無
効
審
判

」
の

下
に
「又

は
訂
正
審
判

」
を
加
え
、
同
様
式
の
備
考
５

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５
訂
正
審
判
を
請
求
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、「
請

求
の
趣
旨
」
の
欄
は
、
第
46条
の
２
第
１
項
及
び

特
許
法
第
131条

第
３
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に

従
い
、「
特
許
第
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
号
の
明
細
書
、

特
許
請
求
の
範
囲
（
及
び
図
面
）
を
本
件
審
判
請

求
書
に
添
付
し
た
訂
正
明
細
書
、
特
許
請
求
の
範


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